
　

面
会
で
は
、
近
藤
社
長
が
東
海
財
界

倶
楽
部
の
概
要
と
、
こ
の
日
の
訪
問
メ

ン
バ
ー
に
つ
い
て
説
明
。
ソ
ム
ヘ
ー
ン

大
臣
が
「
皆
さ
ん
を
喜
ん
で
歓
迎
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、「
カ
ン
ボ
ジ
ア

と
日
本
の
友
好
関
係
は
Ａ
Ｎ
Ａ
の
直
行

便
が
就
航
し
た
こ
と
で
も
証
明
さ
れ
て

い
る
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
平
和
で
安
全

で
、
す
べ
て
の
都
市
で
安
心
で
き
る
た

め
、
日
本
の
運
送
、
電
気
機
械
な
ど
の

企
業
に
来
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
企
業

の
活
動
を
保
障
し
企
業
を
守
る
法
律
も

整
備
さ
れ
て
お
り
、
日
本
の
企
業
が
カ

ン
ボ
ジ
ア
へ
の
投
資
を
一
層
進
め
て
い

た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
近
藤
社
長
を
は
じ
め
と
す
る

方
々
に
は
専
門
的
な
人
材
育
成
に
協
力

し
て
も
ら
っ
て
い
る
と
し
て
謝
意
を
示

し
た
上
で
「
人
口
は
一
五
〇
〇
万
人
の

国
で
、
規
模
な
ど
で
は
小
さ
い
が
、
欧

米
か
ら
の
投
資
も
進
ん
で
い
ま
す
。
賃

金
に
つ
い
て
も
政
府
と
し
て
取
り
組

み
、
投
資
企
業
の
協
力
も
あ
っ
て
着
実

に
上
昇
し
て
い
ま
す
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
は

人
材
に
溢
れ
て
い
る
国
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
労
働
環
境
も
安
定
し
て
お
り
、

皆
さ
ん
の
よ
う
な
日
本
の
企
業
も
カ
ン

ボ
ジ
ア
で
人
材
を
活
用
し
て
物
を
作
っ

て
、
日
本
で
売
れ
ば
き
っ
と
儲
か
り
ま

す
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
の
投
資
は
ビ
ジ
ネ

ス
の
ほ
か
農
業
関
係
な
ど
で
も
考
え
ら

れ
ま
す
」
と
日
本
か
ら
の
投
資
に
強
い

期
待
感
を
示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
先
の
衆
議
院
選
挙
を
受
け
て

「
安
倍
政
権
が
続
く
と
み
ら
れ
、
日
本

と
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
友
好
関
係
は
今
後
も

長
く
続
く
と
思
い
ま
す
」
と
両
国
の
良

い
関
係
を
強
調
。「
人
材
育
成
な
ど
に

つ
い
て
も
労
働
省
は
必
要
な
ら
い
つ
で

も
相
談
に
乗
り
ま
す
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

経
済
は
今
後
も
発
展
を
続
け
ま
す
。
皆

さ
ん
は
投
資
な
ど
に
つ
い
て
私
た
ち
を

仲
間
だ
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん

に
会
え
て
よ
か
っ
た
。
機
会
が
あ
れ
ば

日
本
を
訪
問
し
て
東
海
財
界
倶
楽
部
を

訪
問
で
き
た
ら
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

本
当
に
今
回
の
訪
問
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」
な
ど
と
約
三
〇
分
間
、

親
し
み
を
込
め
て
話
し
、
訪
問
団
メ
ン

バ
ー
の
自
己
紹
介
を
挟
ん
で
、
お
互
い

の
友
好
関
係
の
発
展
を
確
認
し
、
訪
問

団
に
重
ね
て
歓
迎
の
意
向
を
示
し
た
。

　

最
後
に
大
臣
と
の
記
念
撮
影
が
行
わ

れ
た
が
、
大
臣
と
の
面
会
が
行
わ
れ
た

労
働
省
一
階
の
Ｖ
Ｉ
Ｐ
ル
ー
ム
で
は
、

地
元
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
有
力
テ
レ
ビ
局
が

面
会
を
取
材
し
て
お
り
、面
会
終
了
後
、

複
数
の
テ
レ
ビ
ク
ル
ー
や
新
聞
記
者
か

ら
塚
本
代
表
、
近
藤
社
長
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
が
行
わ
れ
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ

の
投
資
な
ど
に
つ
い
て
の
計
画
な
ど
の

質
問
が
出
さ
れ
、
近
藤
社
長
は
、「
プ

ノ
ン
ペ
ン
市
内
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
の
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地元テレビの取材を受ける様子

訪問の様子を報じるテレビ画面 翌日の新聞にソムヘーン大臣訪問の記事が掲載



協
力
も
得
て
日
本
の
介
護
技
術
を
教
え

る
介
護
福
祉
の
大
学
を
立
ち
上
げ
る
計

画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
認
可
さ
れ

次
第
、
来
春
に
は
一
〇
〇
人
の
学
生
を

受
け
入
れ
る
予
定
。
事
業
費
は
約
三
億

円
で
、
今
後
さ
ら
に
他
の
分
野
で
の
教

育
投
資
に
も
力
を
入
れ
て
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
に
貢
献
で
き
れ
ば
、
と
考
え
て
い
ま

す
」
な
ど
と
答
え
て
い
た
。

　

大
学
の
開
設
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
若
者

に
日
本
語
や
介
護
に
関
す
る
知
識
な
ど

を
修
得
し
て
も
ら
う
の
が
目
的
だ
が
、

強
み
は
ソ
ム
ヘ
ー
ン
大
臣
も
指
摘
し
た

よ
う
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
人
材
育
成
を
政

府
と
し
て
も
強
力
な
支
援
を
約
束
し
て

い
る
点
。日
本
の
企
業
な
ど
の
協
力
で
、

成
長
し
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
若
者
が
日
本

ば
か
り
で
は
な
く
、
ア
ジ
ア
、
世
界
で

活
躍
す
る
日
も
遠
く
は
な
い
。

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
は
、
活
気
に
満
ち
た
若

い
人
々
の
国
と
の
印
象
だ
。
早
朝
、
午

前
六
時
半
過
ぎ
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
幹
線

道
路
に
は
バ
イ
ク
の
大
波
が
あ
ふ
れ
出

し
、
ぶ
つ
か
り
そ
う
に
な
り
な
が
ら
巧

み
に
勢
い
よ
く
前
進
し
て
い
く
。
名
古

屋
市
と
ほ
ぼ
同
規
模
の
人
口
と
は
い

え
、
早
朝
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
街
の

表
情
は
比
べ
よ
う
も
な
い
。

　

周
辺
の
姿
は
年
ご
と
、
い
や
日
ご
と

に
変
わ
る
と
い
う
。
都
心
の
巨
大
ビ
ル

群
の
近
く
で
も
ク
レ
ー
ン
が
新
た
な
ビ

ル
づ
く
り
を
進
め
、
古
い
街
並
み
と
の

共
存
、
と
い
う
よ
り
も
せ
め
ぎ
合
い
が

街
の
表
情
を
変
え
て
い
る
。
福
祉
大
学

が
立
地
す
る
郊
外
も
開
発
の
波
が
押
し

寄
せ
て
い
る
の
が
、
大
学
屋
上
か
ら
も

見
て
取
れ
た
。地
価
も
上
昇
中
と
い
い
、

投
機
目
的
の
不
動
産
建
設
も
想
像
に
か

た
く
な
い
。
成
長
真
っ
只
中
の
「
伸
び

ゆ
く
都
市
」
の
イ
メ
ー
ジ
だ
。

　

当
然
、
マ
ス
コ
ミ
の
関
心
も
、
人
材

育
成
を
含
め
て
、
外
国
か
ら
の
直
接
的

な
投
資
に
向
か
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
大

臣
に
面
会
し
た
後
の
訪
問
団
に
対
し
て

行
わ
れ
た
記
者
の
質
問
も
投
資
額
、
今

後
の
予
定
な
ど
に
集
中
し
て
い
た
。
テ

レ
ビ
は
当
日
、
訪
問
団
と
大
臣
と
の
や

り
取
り
を
放
送
。
翌
日
の
新
聞
「
Ｋ
Ｈ

Ｍ
Ｅ
Ｒ　

Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
」
で
は
大
臣
が

記
者
団
に
東
海
財
界
倶
楽
部
の
訪
問
団

に
つ
い
て
語
っ
た
内
容
を
報
道
。
記
事

で
は
大
臣
が
「
近
い
将
来
、
彼
ら
が
我

が
国
に
投
資
し
て
く
れ
る
と
信
じ
て
い

る
。
そ
し
て
彼
ら
の
投
資
は
新
た
な
仕

事
を
生
み
、
我
が
国
の
経
済
的
発
展
を

支
え
て
く
れ
る
は
ず
」
と
語
っ
た
、
と

は
、日
本
へ
の
人
材
供
給
だ
け
で
な
く
、

世
界
で
通
用
す
る
高
度
人
材
育
成
と
い

う
、
新
し
い
発
想
の
教
育
機
関
に
期
待

感
を
持
っ
た
様
子
だ
っ
た
。

　

大
学
を
運
営
す
る
の
は
、
法
人
Ｊ
Ｑ

Ｃ
（
東
京
都
千
代
田
区
）
で
、
副
学
長

就
任
予
定
の
酒
井
亮
さ
ん
は
「
日
本
で

は
高
齢
者
介
護
の
人
材
不
足
は
進
む
一

方
で
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
優
秀
な
人
材
を

送
り
た
い
。
介
護
の
単
な
る
技
術
の
伝

授
だ
け
で
は
な
く
、
大
学
が
重
視
し
て

い
る
の
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
。
介
護
の
基
本
的
な
考
え
方
を
提
案

し
て
い
る
が
、
技
術
に
偏
ら
な
い
介
護

人
を
養
成
す
る
こ
と
で
、
日
本
で
受
け

入
ら
れ
る
人
材
育
成
を
進
め
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
語
っ
て
い
た
。

　

Ｊ
Ｑ
Ｃ
の
役
員
で
も
あ
る
近
藤
社
長

は
将
来
構
想
に
つ
い
て
「
カ
ン
ボ
ジ
ア

独
自
の
介
護
に
、
日
本
の
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
ー
を
加
味
し
て
新
し
い
リ
ー
ダ
ー

を
養
成
し
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
介
護
人
材

大
国
に
し
た
い
。
大
学
は
今
後
、製
造
、

Ｉ
Ｔ
企
業
な
ど
様
々
な
分
野
で
活
躍
で

き
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
学
部
を

増
や
し
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
優
秀
な
若
者
の

夢
を
実
現
す
る
た
め
総
合
大
学
化
を
目

指
し
た
い
」
と
意
欲
を
語
っ
て
い
た
。

し
て
い
る
。

［
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
労
働
大
臣
面
会
メ
ン

バ
ー
］

　

塚
本
隆
（
中
部
財
界
フ
ォ
ー
ラ
ム
社

代
表
取
締
役
）、近
藤
芳
央
（
プ
ロ
キ
ャ

ス
ト
代
表
取
締
役
）、
片
岡
信
恒
（
弁

護
士
）、
河
崎
徳
弘
（
安
全
警
備
代
表

取
締
役
会
長
）、
岩
瀬
洋
文
（
税
理
士

法
人
ア
ク
シ
ス
執
行
代
表
社
員
）、
渡

辺
錠
一
（
公
認
会
計
士
協
会
東
海
会
事

務
局
長
）、
村
中
麻
生
（
医
療
法
人
美

生
会
理
事
長
・
院
長
）、
藤
本
孝
治
（
ボ

ル
ト
代
表
取
締
役
）、
同
行
取
材
・
中

原
道
文
（
月
刊
東
海
財
界
編
集
顧
問
）。

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
日
本
語
学
校
を
運
営

し
て
い
る
プ
ロ
キ
ャ
ス
ト
・
カ
ン
ボ
ジ

ア
は
一
二
年
前
か
ら
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
事

業
を
展
開
し
て
き
て
い
る
。
日
本
語
と

様
々
な
技
術
を
学
ん
だ
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

若
者
が
既
に
日
本
で
活
躍
し
て
お
り
、

大
量
の
労
働
力
不
足
が
進
み
つ
つ
あ
る

日
本
で
、
大
き
な
応
援
団
に
育
て
よ
う

と
し
て
い
る
。
訪
問
団
の
一
行
は
、
十

月
二
十
四
日
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
市
内
の
日

本
語
学
校
を
視
察
。
初
級
か
ら
上
級
ま

で
、
各
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
、
熱
心
に

学
ぶ
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
若
い
男
女
の
姿
に

感
動
し
て
い
た
。

　

日
本
語
学
校
に
加
え
て
新
た
に
設
置

計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
大
学
は
「
カ

ン
ボ
ジ
ア
日
本
技
術
大
学
」
で
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
未
来
を
担
う
次
世
代
の
リ
ー

ダ
ー
を
育
成
す
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
初
の
本

格
的
介
護
大
学
と
い
う
。
当
面
は
国
際

社
会
福
祉
学
部
介
護
学
科
と
し
て
一
学

年
定
員
一
八
〇
人
、
二
年
制
。
介
護
福

祉
に
つ
い
て
学
び
、
介
護
技
術
を
身
に

付
け
る
コ
ー
ス
で
ス
タ
ー
ト
。
現
在
、

申
請
中
で
、
校
舎
も
着
々
と
完
成
に
近

づ
い
て
い
る
。

　

一
行
は
建
設
工
事
現
場
を
視
察
し
た

が
、
一
階
に
は
日
本
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
、
障
害
者
用
ト
イ
レ
、
日
本
の

一
般
家
庭
に
あ
る
和
風
の
部
屋
な
ど
実

物
を
再
現
し
て
、
リ
ア
ル
な
空
間
で
実

地
指
導
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。
一
行

世
界
で
通
用
す
る
人
材
を
育
成
す
る

日
本
語
学
校
を
視
察

日本語学校では高度な教育が行われている授業中の風景

大学屋上から見た風景 建設中の大学は完成間近


